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様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会議の名称 令和６年度 第３回伊勢崎市男女共同参画推進協議会 

開催日時 令和７年１月２９日(水) 午前１０時～１１時 

開催場所 市役所 東館３階災害対策室 

出席者氏名 

 

【委員】 

日詰会長、渋澤副会長、江原委員、阿久津委員、尾島委員、川田委員、西田委員、

新井委員、吉澤委員、女屋委員 

【事務局】 

 市民部長、市民部副部長、人権課長、人権課長補佐、男女共同参画係 

傍聴人数  ０人 

会議の議題 

 

１ 第４次伊勢崎市男女共同参画計画（案）について 

 ２  その他 

会議資料の内容 

（１）「第４次伊勢崎市男女共同参画計画（案）」に関するパブリックコメント

手続の結果（資料１） 

（２）第４次伊勢崎市男女共同参画計画（案）（資料２） 

 

 

 

 

 

会議における 

議事の経過及び 

発言の要旨  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【協議会】 

１. 開  会 

〔出席委員が過半数を超え会議が成立していることを事務局から報告〕 

 

２. 挨  拶（会長）  

 

３. 議  事 

             

 

事務局 

〔議事（１）について説明〕 

 

会長 

 それでは、ご意見を伺います。 

 

委員 

 男女共同参画の意識については浸透してきているが、今後もさらに、男女共同参画

の推進を行っていく必要があると感じています。 
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会議における 

議事の経過及び 

発言の要旨  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 「男女共同参画」という言葉が多くの方に広まってきているのは、男女共同参画に関

するアンケート等を実施している結果であると思います。 

 資料２の８ページ「夫は仕事、妻は家庭を中心にすべきである」について、どちらかと

いえば反対・反対が増加傾向にあるということは、今後、各分野においても男女の地位

が平等になっていくことが予想される、良い傾向ではないかと感じています。 

 資料２の２１ページ「母子家庭等対策総合支援事業」とあるが、男女平等の実現のた

めには、母子家庭だけでなく、生活に困窮している父子家庭にも目を向ける必要がある

と思います。困難な問題を抱える女性などへの支援を生活困窮している家庭への支援

に変えていくことも、今後の課題であると感じています。 

 

委員 

男女共同参画の推進と考えると、目標設定だけでは今後推進は難しいため、枠組み

から変えていく必要があると思います。例えば、管理職に女性を何％配置すると決めて

おき、その中で起こる問題について対処していかなければ、今後の男女共同参画の推

進は難しいと感じます。 

 

委員 

学校現場において、男女の差異は認めつつ、差別はしてはならないという方針で

す。学校現場においても、多くの方に男女平等であると感じていただけるように、取組を

見直してまいります。 

 

委員 

男女共同参画という言葉は理解しつつも、現実的に何をすべきなのかが、理解でき

ていない方も多いのではないかと感じます。そのため、今後も男女共同参画に向けた

啓発活動を実施していただきいと感じます。 

 

委員 

資料２の２２ページ「成果指標一覧」について、現状値と目標値の設定が記載されて

いますが、目標を達成するために中間年の指標はとりますか。 

 

事務局 

現状値を基準として、毎年度、進行管理を実施していきます。進捗状況にあわせて、

目標値と乖離しているような施策があれば、改善に向けた取組も行っていきたいと考え

ております。 

 

委員 

 男女共同参画については、興味・関心の有無がはっきりしていると感じるため、教育

現場などで幼少期から、男女共同参画の意識付けについて、工夫して行っていただけ

ればと思います。 

 

委員 

警察現場においても、男性職員の育児休暇取得率の増加や女性幹部の増加など、

男女共同参画が進んできていると感じています。 

 

会長 

それでは、第４次男女共同参画計画（案）については、協議会の最終案といた

します。 

 

４．そ の 他  
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５． 閉   会 

 

【市長提言】 

１. 開  会 

 

２. 提  言 

 

３. 挨  拶（市長） 

 

４. 閉  会 

 

 

 


